
お問い合わせ先　富山大学 研究推進機構 産学連携推進センター　TEL 076-445-6936  FAX 076-445-6939  E-mail t-sangyo@adm.u-toyama.ac.jp

三次元画像計測の高精度化と
広範囲化の両立へ向けて
研究分野

研究内容

研究のポイント

研究のキーワード

計測工学　知覚情報処理・知能ロボティクス
計測システム,計測機器,画像情報処理,コンピュータビジョン,センシングデバイス・システム

　三次元画像計測は、計測対象をカメラで撮影した画像か
ら、三次元空間における計測対象の位置や姿勢、その運動を
非接触で計測する技術である。本研究では、三次元画像計測
において、一般的にはトレードオフとされる高精度化と広
範囲化の両立を図り、これまで応用が難しいとされた精密
な機械システムの運動計測、3Dスキャナのデータ統合処
理の高精度化と高速化の実現を目指す。

　本研究では、新たな画像計測用マーカ（図1）を提案しており、従来のマーカ（図2）よりも輪郭部が明るく形状
精度が高いことが特徴である。これにより計測精度が約10倍向上したことで、精密な機械システムの運動計測
への応用が期待され、運動軸に配置されたセンサではこれまで計測できなかった熱変形や運動時の変形を含む運
動を非接触で直接計測することが可能となった（図3）。

　本研究に関係する共同研究としては、「三次元座標データの
演算技術および仮想環境と現実環境の検証技術」をテーマと
した国内企業との共同研究を研究代表者として外部資金を獲
得して2015年度に実施した。また、「3Dデータの高精度な
統合によるものづくり支援」をテーマとした国内大学との共
同研究について、研究代表者として国内財団より外部資金を
獲得して2017年度現在実施中である。本研究に関係する社
会貢献としては、「光三次元計測の基礎と応用」をテーマとし
て国内財団より外部資金を獲得し、シンポジウムを2015年
度に実施した。また、国内学会等において3件の招待講演を行
い、1件の特許出願を2015年度に行った。本研究に関係す
る受賞実績としては、精密工学会学術講演会 2016年度秋季
大会において研究内容を重視して評価されるベストプレゼン
テーション賞を主指導の修士学生が受賞した。

　今後は、「相対精度」が10-6であるという強みと非接触で複数点の
三次元計測が可能であるという特徴を活かし、新たな応用分野を切
り開いて行きたい。また、企業との共同研究を通じて実問題への応用
に取り組み、利用範囲の拡大による産業界への貢献に努めて行く。

　三次元画像計測の高精度化と広範囲化を両立する上で最
も重要な技術は、新たに開発した「画像計測用マーカ」である。
これにより計測精度が約10倍向上し、計測範囲を拡大す
る際に一般に生じる計測精度の低下を防ぐことに成功した。
具体的には、計測精度を計測範囲で除した「相対精度」につ
いて10-6を達成した（計測範囲 1mに対して計測精度
1µmに相当）。これにより、工作機械等の精密な運動につ
いて三次元画像計測が応用可能となった。
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